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　2017年のJpGU-AGU（原口ほか，2017）で、日本国内出版文献に掲載されている地球化学データのコンパ

イルを行うデータベース「DODAI」を報告した。前回報告以降もデータ収集を継続し、2017年末までに

224論文5818サンプルの化学データをコンパイルした。今回、これらのデータ収集を通して明らかに

なった、「フォーマットの統一」に関連する問題点を以下に3点報告する。 

 

　1つ目は、化学組成の分析に当たって、多くの「分析装置」による様々な「分析手法」が用いられているこ

とである。主要元素は、1970年代までは「湿式分析」が主流であったが、1980年代に入って「XRF」が急速

に広まった。この過程で、従来鉄はFe2+ (FeO)とFe3+ (Fe2O3)を分けて分析されていたのが、全FeOまたはFe2

O3に一本化する分析に移行した。現在でも全岩化学組成のFe2+とFe3+を分けて分析する手法は湿式分析だけで

あり、主要元素をXRFで分析していても、Fe2+だけを湿式分析で分析することが行われている。このような鉄

の分析のバリエーションが地球化学データベースに含まれていることには注意を要する。 

 

　2つ目は、分析される微量元素の組み合わせが分析機関により様々なことである。微量元素の分析は、現在

ではXRFの他、ICP-MS等の質量分析装置を用いた方法、INAA等の放射化分析等が使われている。XRFは分析

が簡便であるため、多くの機関で主要元素とともに分析が行われているが、分析元素の選択が機関・目的によ

り様々である。ICP-MS, INAAは高精度の分析が可能で、多くの微量元素を網羅的に分析することが可能である

が、全ての元素をカバーする分析を恒常的に実施する例が少なく、データ数が少ない。このため、データ

ベースを利用した多変量解析に用いる元素の組み合わせによっては、解析に使用できるサンプル数が激減する

ことがありうる。 

 

　3つ目は、研究が行われた時期、および研究者が専門とする分野によって地質の解釈が変化することであ

る。例えば、四万十帯に代表される「付加体」の地質構造は、「付加体地質学」の導入により、形成過程の理

解が急速に進んだが、個々の岩体の記載は、付加体地質学導入以前の研究に基づくものと、付加体地質学に基

づいた新たな解釈によるものがあり、現在でも両者が混用されている。また、付加体中の海洋プレート起源の

火山岩は、弱変成作用を受けているため、「緑色岩」とも呼ばれるが、研究者によって「火山岩」「変成

岩」と見方が異なっている。シームレス地質図統一凡例（産総研，2015）のように，これらの見方を統一す

る試みもあるが，依然としてこのような様々な「解釈の違い」が地球化学データに含まれることはコンパイル

を行う上での注意点である。 

 

　本報告では、これらの「フォーマットの不統一」に関係する地球化学データベースが含む問題を取り上げる

とともに、不統一の解消を図る方法について考えたい。
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